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研究成果の概要（和文）：本研究は、作成が困難とされてきた臨床推論の教材を、指導医間での合意形成を促しながら
インターネット上で作成するシステムの開発を目指した。具体的には、ⅰ) 医学生や研修医が臨床推論を学ぶ教材に必
要な要素、ⅱ) 指導医の意見をインターネット上で集約するシステムに必要な機能、ⅲ) その教材作成システムを試験
的に運用した際の効果や問題点、などを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a system to brush up learning materials of clinical re
asoning, which has been difficult to create, on the Internet while encouraging consensus between clinician
 educators. Specifically, we clarified i) the factors required for learning materials which can be used by
 medical students and junior residents, ii) the functions required for the system to aggregate opinions of
 clinician educators on the Internet, and iii) the effects and problems of the system when we operate it o
n a trial basis.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 医学教育　教材作成　合意形成　ネットワーク　システム開発

境界医学・医療社会学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 国内・国外の研究動向及び位置づけ 
臨床推論とは、医師が患者を診療しながら

病歴や診察や検査などの情報を分析して病
態などを推定し判断する、一連の思考過程を
指す。この臨床推論は基本的な臨床能力であ
り、医学生や研修医に必須の学習領域である。
しかし後述するようにその教育方法は十分
には確立していない。認知心理学的な研究に
より、病歴から鑑別診断を思い浮かべ鑑別に
必要な身体所見を求めて診察することが、異
常所見の早期把握つながることが明らかに
なっている。このように、理論面では臨床 
推論の教育と効果に関する研究が進み、臨床
教育の現場でも理解されつつある。 
 
(2) 着想に至った経緯 
臨床推論の教育の重要性が理解されるに

つれて、それを医学生や研修医が臨床推論を
学ぶための良質な教材の不足が指摘されて
いる。応募者の大滝は、過去の教材開発研究
の中で、複雑で多様な臨床情報を臨床推論の
類型にあてはめる教材作成作業が煩雑で恣
意的なものになりがちなことが一因である
と考え、その解決策を検討する中で本研究を
着想した。 
 

(3) これまでの研究成果 
臨床推論の理論面での研究は、国際的な総

合医学雑誌に総説が掲載されるなど、普及と
利用が進みつつある。たとえば「網羅的な情
報 よ り も 症 例 の 鍵 と な る 情 報 （ Key 
Features ） が有用」という Key Features 理
論は、カナダの医師国家試験に応用され、そ
の質の高さが注目されている。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、作成が困難とされてきた

臨床推論の教材を指導医の合意形成を促し
ながらインターネット上で作成し、その成果
物を共有化することにある。 
 本研究で明らかにすることを目指したの
は以下の三点である。 
 
(1) 医学生や研修医が臨床推論を学ぶ教材
に必要な要素を明らかにする。 
 
(2) 指導医の意見をインターネット上で集
約するシステムに必要な機能を明らかにす
る。 
 
(3) その教材作成システムをサーバー上に
試作して運用し、効果や問題点を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 教材作成システムの要件の検討 
研究グループを組織し、臨床推論の教材に

必要な要素の明確化、意見集約に必要な機能
の明確化、教材作成システムの基本構造設計

の検討、などを行った。 
 
(2) 教材作成システムの試作 
(1)での検討結果を踏まえて、システムの

基盤として利用するインターネットサービ
ス(以下、IS)の選定を行ったが、既存の IS
では必要な要件を満たさないことが明らか
となった。このため、システムを独自に試作
することとし、システム開発を委託する業者
を選定し、開発作業と打ち合わせを繰り返し
て試作版を仕上げた。 
 
(3) システム(試作版)の試験的運用 
(2)で開発した試作版のシステムを、研究

グループ内で試験的に運用して、機能や問題
点などを検討し、継続的に改良を加えた。 
 
(4) 成果の公開 
研究成果を国内外の学術集会で発表した。 

 
４．研究成果 
(1) 教材作成システムの要件 
 ①容易な管理作業 
②管理者による利用者登録 
③HDPE 教材の閲覧や更新 
④教材への意見投稿 
⑤意見を管理者が査読し編集 
⑥編集後の意見を匿名化し配信 
⑦安価な利用料金 
 

(2) IS の問題点 
 ①SNS(ソーシャル・ネットワーク・サービス) 
   参加者間の匿名での意見交換が困難 
 ②電子掲示板 
   共有するファイルが制限される 
   メール配信機能が不足 
 ③グルーブウェア(電子会議室など) 
   管理作業が煩雑 
   使用しない機能が多く使いにくい 
   インターフェースが複雑 
 
(3) 試作したシステム 
 試作したシステムの構成図を示す。利用者
を登録する作業を管理業者が行わなければ
ならない点が、このシステムに残された問題
点である。 
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